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第５学年研究授業 指導案 

 令和６年９月 25 日(水)５校時 

大田区立南六郷小学校 体育館 

第５学年１組  27 名 ２組 28 名 

総合的な学習の時間指導案 
～次年度よりおおたの未来づくり科～ 

 

研究主題  「他者や地域に関心をもち、探究的に学ぶ児童の育成」 

            ～教科「おおたの未来づくり」に向けて～ 

 

５年生分科会 目指す児童像 

・地域の身近な問題に関心をもち、他者との関わりの中で、すすんで学びに取り組む児童。 

 

１ 単元名「あったらいいな 未来の水門通り商店街」 

２ 単元について 

 本単元は、 「おおたの未来づくり」の教科における 「Ａものづくり」の領域に当たる学習である。大田

区立南六郷小学校の学区域にある 「水門通り商店街」との連携を図り、「ものづくり」を通して、地域の

身近な問題に関心を持ち、他者との関わりの中で、すすんで学びに取り組む児童の育成を目指す学習で

ある。 

  水門通り商店街の青年部の方からは、「水門通り商店街にふらっと立ち寄れるような環境を創りたい。

そのような場をこどもたちと共に創っていきたい。」という話や、「今は水門通り商店街に暗いイメージ

をもっているかもしれない。だから、無理に呼び込むのは違うとも思っている。」という話をいただいた。

これは、水門通り商店街は昔から地域に身近な存在として関わり続けてきたという歴史をもつ一方で、

こどもたちや保護者が商店街で買い物をする機会が減っていることが原因だと考えられる。実際、第５

学年の児童に 「六郷地区の特徴は何だと思いますか。」というアンケート調査をすると、水門通り商店街

の魅力について答える児童は少なかった。そこで本単元を通して水門通り商店街を改めて見直す活動や

「ものづくり」を通して地域の身近な関心に興味をもったことを、自分の発想で表現、発信する児童を

育成したいと考えている。 

 第５学年の学習では、水門通り商店街を知り、水門通り商店街の未来を自由に思い描くことをスター

トとする。水門通り商店街の青年部の方からお話をいただいた 「こどもの発想を否定せずに、こどもら

しい自由なアイディアを商店街の連盟にどんどん提案していきたい。」という思いを大切にしていきたい

と考えている。次年度の第６学年の学習では、５年生での学びを活かし、水門通り商店街の未来をより

具体的に形にしていくことをテーマとした学習をすることになる。第５学年で学んだからこそ分かる知

識をもとに、地域を創生の方法を具体的に提案する学習である。 

 本単元を通して、高学年のこどもたちと水門通り商店街が繋がり、六郷地区の未来をよりよいものに

していきたいと考えている。 

 

３ 単元の目標 

 水門通り商店街や地域の方との交流を通して制作した作品を通して、私たちの生活に身近で利用した
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くなる 「未来の水門通り商店街」について考えることができる。また、「未来の水門通り商店街」につい

て考えた自分の思いは、話の内容が明確になるように事実と感想 ・意見を区別したり、資料を活用した

りして、水門通り商店街の方に伝えることができる。 

 

４ 単元の評価規準 

 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

Ａ
も
の
づ
く
り 

コ
ン
セ
プ
ト 

①水門通り商店街で働く

方との対話を通して、水

門通り商店街の地域と

の関わりや課題を理解

している。 

①水門通り商店街について調

べたり話を聞いたりして、

商店街に対する地域の人の

思いや、自分にできること

を具体的に考えている。 

①水門通り商店街について自

分で調査し、商店街の課題

解決に取り組もうとしてい

る。 

デ
ザ
イ
ン 

②プレゼンテーション後

のフィードバックから、

計画の課題を正しく理

解している。 

③水門通り商店街につい

て考えた課題を正しく

分析し、計画を基に、作

品などを製作している。 

 

②水門通り商店街について考

えた課題をもとに、「あった

らいいな」という自分の思

いを表現する計画を立てて

いる。 

③自分の立てた計画を水門通

り商店街の方やスクールサ

ポートなんろくの方に分か

りやすくプレゼンテーショ

ンしている。 

②水門通り商店街で働く方や

地域の方に、自分たちの作

品を見せる方法を検討し、

自分の思いをもって取り組

もうとしている。 

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン 

④水門通り商店街で働く

方へのプレゼンテーシ

ョンを通して、水門通り

商店街の地域との関わ

りや課題を理解してい

る。 

④水門通り商店街の方への思

いを明確にして、水門通り

商店街の方や地域の方に自

分たちの作品や活動を発表

している。 

 

③水門通り商店街の方や地域

の方と協働して、水門通り

商店街の方からいただいた

フィードバックの課題解決

に取り組もうとしている。 
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５ 授業時数を削減する教科等の時数と本単元で補完する内容 

教科名等 本単元で補完する内容 授業時数 

国
語 

話すこと・聞くこと 

・話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容

を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめ

ることができる。 

9 

話すこと・聞くこと 
・話の内容が明確になるように、事実と感想、意見とを区別す

る等、話の構成を考えることができる。 

話すこと・聞くこと 
・資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を

工夫することができる。 

書くこと 
・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするな

ど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する。 

書くこと 
・目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くこ

とで、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する。 

社
会 

情報産業 
・情報を集め発信するまでの工夫や努力などに着目して産業の

様子を捉え、それらの産業が生活に果たす役割を考える。 
4 

算
数 

 データの活用 
・既習事項を活用してデータを考察し、問題解決や情報処理を

する。 
4 

家
庭 

消費生活・環境 
・身近な物の選び方、買い方について、実践を評価したり、改

善したりする。 

3 家族・家庭生活 
・日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、自分なり

の仕事の工夫を考えて計画する。 

衣食住の生活 
・日常着の快適な着方や手入れの仕方を考える。 

総
合 

・地域の人、もの、ことの中から問いを見いだし、その解決に向けて見通しをもって

調べ、集めた情報を整理、分析し、根拠を明らかにしてまとめ・表現する力を身に

付けている。 
15 

 

６ 児童の実態 

 本学年の児童は、３年の社会科や４年の 「総合的な学習の時間」の中で、大田区の特色や伝統産業な

どを学習した。４年生では、地域のことを中心に調べる学習を行い、多摩川の生き物を捕まえるための

罠を作ったり、多摩川の植物で染め物をしたりなどのものづくりに取り組んだ。 

そのため、こどもたちは、３年生の学習を通して、大田区がものづくりのまちであることや、工場が

多いことを理解している。また、４年生の学習を通して、地域の学習への興味や関心を広げている。し

かし、自分たちの暮らす生活圏内の人との関わりや、働く人とのつながりについての意識や理解は十分

ではない。特色の一つ一つがその地域の魅力であり、他者に伝える価値があることを、水門通り商店街

の方との関わりを通して、考えさせていきたい。 

４月に本学年の全児童を対象とし、六郷地区についてのアンケートを行った。「六郷地区のとくちょ

うを知っていますか。」という項目では、工場が多い、多摩川には遊ぶ場所やお花見ができる場所が多く
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ある、銭湯が多い、公園が多いと回答する児童が多かった。しかし、今回の単元である水門通り商店街

に触れる児童はほとんどいなかった。自分たちの遊びを中心とした町への理解はあるが、生活圏内の大

人との関わりや、働く人とのつながりについての意識が低いことが分かった。今回、一緒に授業を作っ

てくださる水門通り商店街青年部「G-round」の方々は、数年前のコロナ渦で外出が減り、店の売り上

げが下がったり、活動が制限されてしまったりした団体のために何かできることはないかと考え、雑色

駅前でのマルシェを開催した団体である。現在も２か月に１回のペースで開催されており、地域の人々

にとって、親しみやすく参加しやすいイベントとなっている。そのような地域に根付いたマルシェにこ

どもたちが参加し、ものづくりを進めていきたいと考えている。 

 

７ 主題に迫るための工夫 

 （１）オクリンクプラスの工夫 

     ・オクリンクプラスの付箋機能を使って、水門通り商店街について調べたことをグループごと

にまとめる際、分かりやすくするために、以下の４種類に色分けをする。①調べて分かった

事実 （ピンク）、②事実から気付いたこと （青）、③疑問に思ったこと （黄）、④その他 （緑）

このように４種類に仲間分けすることで、グループごとの意見をまとめやすくさせる。 

     ・オクリンクプラスの 「みんなのボード」では、書き込み、移動、付け足しが容易にできるの

で、同時間に意見の共有ができる。 
   ・付箋には個人名が書かれているため、参加している全員の考えが分かる。 
 
（２）国語科「話すこと・聞くこと」の学習の活用 
   ・ 「きいて、きいて、きいてみよう」で学んだ図を生かす。 
   ・ 「きいて、きいて、きいてみよう」で学んだ要点をメモに取る学習を生かす。 
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８ 指導計画  （全 15 時間） 

学習過程 時 〇主な学習活動 ●留意点 ◇評価 

コ
ン
セ
プ
ト 

１
時 

○水門通り商店街青年部からの動画を紹

介する。 

あったらいいな 未来の水門通り商店街 

めあて水門通り商店街について知ろう。 

○「あったらいいな水門通り商店街」の学

習計画を立てる。 

○水門通り商店街を知るための調査のた

めに、一人一人ができることを考え、調

べ学習をする。 

○次回までの課題を確認する。 

○本時の振り返りを行う。  

●短い動画を作成して単元のめあてを

明確にするとともに、児童の関心・意

欲を高める。 

 

●「コンセプト」「デザイン」「クリエイ

ション」の三段階で学ぶことを伝え、

児童と教師が共に学習計画を立てる。 

●「コンセプト」はある程度具体的に考

えさせるが、「デザイン」と「クリエイ

ション」は、コンセプトの内容が明確

にならないと、計画することができな

い。そのため、デザインでは「ものづく

りすること」についてのみ紹介し、ク

リエイションは「交流を図ること」の

み紹介する。 

 

◇ウ―①（ワークシート） 

２
時 

めあて水門通り商店街について調べてき 

たことを整理し、まとめよう。 

○各自で前時までに調べてきた水門通り 

商店街についての意見をグループで 

共有し、確認する。 

 

 

 

 

○調べて分かった事実をもとに、事実から 

気付いたことと、疑問に思ったことを考

える。 

○本時の振り返りを行う。 

●４人グループで、オクリンクの付箋を

使って、①調べて分かった事実（ピン

ク）、②事実から気付いたこと（青）、

③疑問に思ったこと（黄）、④その他

（緑）の４種類に仲間分けし、確認さ

せる。（国語の「きいて、きいて、きい

てみよう」で学んだ図を生かす。） 

 

 

●オクリンクの付箋には名前を書かせ、

誰の意見かを明確にする。 

 

●次時の全体で発表させる。 

 

◇ウ―①（オクリンクプラス） 
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３
時
（
本
時
） 

めあて G-round の方々との対話を通し

て、水門通り商店街への理解を深めよ

う。 

〇水門通り商店街の方に対し、商店街につ

いて調べてきた事実や、事実から気付い

たこと、疑問に思ったことをグループご

とに整理し、まとめたことを全体で発表

する。 

〇発表をもとに、水門通り商店街の方に現

状や困っていること話してもらい、実態

を把握する。 

・次時の活動へつなげるために、メモを取

りながら話を聞く。 

○本時の振り返りを行う。 

・メモした内容の要点をもとに、感想を伝

える。 

 

 

 

●「どのような工夫をしてほしいです

か。」という方法は、児童自身が考える

ことであることを十分に理解させ、質

問させない。 

 

 

 

 

 

 

●国語の「きいて、きいて、きいてみよ

う」で学んだ要点をメモに取る学習を

生かして、感想を述べさせる。 

◇ア―①、イ―①（オクリンクプラス） 

４
時 

めあて水門通り商店街のよさと課題をま 

とめ、「あったらいいな」を考えよう。 

〇１時で調べたことや、２時での商店街 

の方からの話をもとに「あったらいい

な未来の水門通り商店街」のアイディ

アを考えるために、商店街のよさと課

題について意見を出し合う。 

○黒板にまとめたよさと課題をもとに、 

「あったらいいな」を考える。 

○本時の振り返りを行う。 

●教師は、水門通り商店街の方の話の中

で児童が理解できていない説明を判断

し、補足の説明を加えたり、児童同士

で話し合う時間を作って知っているこ

とを友達同士で共有したりできるよう

にする。 

 

 

 

◇ウ―①（ワークシート） 

デ
ザ
イ
ン 

５
時
・
６
時 

・水門通り商店街について考えた課題を 

もとに、作品づくりを通して形に起こ 

し、「あったらいいな」という自分の思

いを表現する計画を立てる。 

●「調査したこと」や「課題と魅力」と

関連付けた提案を意識させることで、

高学年らしい発想を引き出せるよう指

導する。 

◇イ―②（ワークシート） 

７
時 

・自分の立てた計画を水門通り商店街の 

青年部の方やスクールサポートなんろ

くの方にプレゼンテーションする。 

●自分の計画をどのように発表すれば

よいかということも考えさせる。 

●基本的に、発表の場は水門通り商店街

の「マルシェ」を活用させる。 

●基本的に、発表する際の最⾧期間は１

年間であることを伝える。 

◇イ―③（発言） 
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８
時 

・プレゼンテーション後のフィードバッ 

クを通して、再び計画を立てる。 

●自分の計画をどのように発表すれば

よいかということも考えさせる。 

 

●基本的に、発表の場は水門通り商店街

の「マルシェ」を活用させる。 

●基本的に、発表する際の最⾧期間は１

年間であることを伝える。 

◇ア―③、ウ―②（ワークシート） 

９
～
１
１
時 

・計画を基に、立体作品や平面作品など 

を制作する。 

１
２
時 

・水門通り商店街で働く方や地域の方 

に、自分たちの作品を見せる方法を検

討し、自分の思い伝え方を検討する。 

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン 

１
３
時 

・水門通り商店街の方や地域の方に自分 

たちの作品や活動を発表することを通

して、商店街や地域の方との交流を図

る。 

●地域との関わりを意識させて活動に

取り組ませる。 

◇ア―④、イ―④（発表） 

１
４
・
１
５
時 

・水門通り商店街の方からフィードバッ 

クをいただき、活動を振り返る。 

●フィードバックを次年度以降の課題

として生かせるよう指導する。 

◇ウ―③（ワークシート） 
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９ 本時の指導 

（１）本時の目標 

水門通り商店街の、商店街に対する地域の人の思いへの理解を深めることができる。 

 

（２）展開（３時間目／全１５時間） 

 学習活動計画 支援(●)と評価(◇) 

導 

入
（
５
分
） 

１前時までの振り返りを行う。 

 

・本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

展 

開
（
３
５
分
） 

２商店街について調べてきた事実や、事実か

ら気付いたこと、疑問に思ったことをグル

ープごとにオクリンクプラスを用いて整

理し確認する。 

 

３水門通り商店街の方に対し、まとめたこと

をオクリンクプラスを用いてグループご

とに質問や疑問を発表する。 

 

 

 

４発表をもとに、水門通り商店街の方に商店

街の紹介や現状、課題、こどもたちとこれ

から何をしていきたいかを話してもらう。 

 

・こどもたちの発表では、質問されなかった

内容の中で、水門通り商店街青年部の方々

が、児童に特に知ってほしいことを「メッ

セージ」として児童に伝える。 

◇国語の「きいて、きいて、きいてみよう」で

学習した意図を考えながら、発表できるよう

に確認する。 

 

 

◇他のグループの発表を聞く時は、しっかりと

話に耳を傾け、必要であれば適宜メモを取ら

せる。 

◇他のグループが整理したボードを共有して、

誰でも見られるようにする。 

 

◇次時の活動へつなげるために、メモを取りな

がら話を聞くようにさせる。 

◇教師は、水門通り商店街の方の話の中で児童

が理解できていない説明を判断する。 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

５本時の振り返りを行う。 

・メモした内容の要点をもとに、感想を伝え

る。 

◆ア―①、イ―①（オクリンクプラス） 

 

 

  

G-round の方々との対話を通して、水門通り商店街への理解を深めよう。 
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１０ ワークシート 
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１１ （参考資料）オクリンク 

 

 

 

 

 

１２ 当日の授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


